
【機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表令和 7 年 大阪地裁管内

集計表

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 ． 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移||合起 審査期間
(受理の日から）

不 審査期間
(受理の日から）

審査補助員証人尋問等の実施会議回数申立却下審査打切り不起訴相当
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未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳
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(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



1機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 大阪地裁管内

大阪第一検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）識 決 結 果

移 合起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
審査補助員会議回数 証人尋問等の実施申立却下審査打切り不起訴相当

処
理

区
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未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳
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(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



【機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 年

７

大阪地裁管内

大阪第二検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移

△
ロ

起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
会議回数 審査補助員証人尋問等の実施申立却下審査打切り不起訴相当

処
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未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳
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(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



1機密性21

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 大阪地裁管内

大阪第三検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

起 移 合不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
審査補助員会議回数 証人尋問等の実施審査打切り 申立却下不起訴相当

処
理
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未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳
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(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



【機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 大阪地裁管内

大阪第四検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

合移起 不 審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
審査補助員証人尋問等の実施会議向数申立却下審査打切り不起訴相当
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未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳
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(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



【機密性2レ

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 大阪地裁管内

堺検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移｜合 審査期間
(受理の日から）

起｜不 審査期間
(受理の日から）

審査補助員証人尋問等の実施会議回数申立却下審査打切り不起訴相当

処
理

区
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(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



【機密性2】

(別紙様式第2）

別 年 報既 済 事 件 手 続

第2表 令和 7 年 大阪地裁管内

岸和田検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移 合起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
審査補助員会議回数 証人尋問等の実施申立却下審査打切り不起訴相当
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未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳
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(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



【機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 京都地裁管内

集計表

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移 合起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
会議回数 証人尋問等の実施 審査補助員申立却下審査打切り不起訴相当

処
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区
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未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



1機密性21

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 京都地裁管内

京都第一検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移

△
ロ

起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
証人尋問等の実施会議回数 審査補助員申立却下審査打切り不起訴相当

処
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の
申

立

小

１

41起 嫌 嫌 罪 小

申
立

て
の

取
下

げ

そ '1，

不
起

訴
処
分

の
不
存

在

そそ
一

年
を

超
え

る
も

の

｜

年
を

超
え

る
も

の

起

訴

起 起立疑 と
月 年年 訴月 回月 月臆疑訴訴

察 立 疑 訴

｜一ロ 訴権不 な のの の

相

相

:移
以 以以 以以な 以 以 以猶不

不 相ﾁﾀ、
『小十

ら

h送
／

､ ー

者 者

ｍ一一 内 内官
I■ ■Ⅱ

四 内 内 内 内 回 上 人 人 当

配室

回計 他 計 送 計● 回’ 回ず 他当 当 他 計 し分 し て予

人
員

1 1 11

７

21 1 1，
4且〃 19 1 I

３

19 1 113I $‘

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



1機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 京都地裁管内
京都第二検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移 合起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
審査補助員会議回数 証人尋問等の実施申立却下審査打切り不起訴相当

処
理

区
分

検 申 被 助 起

申
立

却
下
、

そ
の

他
（
審

査

第
二

段
階

の
審

査

‘

ノ、九 証 下 不起 嫌

申
立

て
の

取
下

げ

申

再
度

の
申

立

そ 小 三
一

ノ、 61 4 5罪嫌 そ 小 そ 小

不
起

訴
処
分

の
不
存

在

１ 一

年
を

超
え

る
も

の

一

年
を

超
え

る
も

の

葎

起

訴

起 起立疑 と
年訴年 塩月 回月 眉 腸訴 疑訴

疑察 立

一言目 訴 訴権な不 のの の

相

打移
切

相 以 以以 以 以以 以猶 な 以不
相不なら十

h送
〃 ｡

、 シ

内上 官 者 者 当 当 当
■ ＝

四内計 内 内 内 内 回 回 回 回 人計 他 計 他 計 送当
bIク

ヨ ず予 分 し 他 L て ノ、

人
員

11 1 〃 2
1 F､

l U14 l】1 G2 '10 113

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



~1機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 京都地裁管内
宮津検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

△
ロ

移起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
証人尋問等の実施 審査補助員会議回数申立却下審査打切り不起訴相当

処
理

区
分

検 申 被 証 助 起

申
立

却
下
、

そ
の

他
（
審
査

第
二

段
階

の
審

査

一ハ

不 不

一ハ

九起 嫌 嫌 罪

申
立

て
の

取
下

げ

そ 小

不
起

訴
処

分
の

不
存

在

申

再
度

の
申

そ 小 三

１

2 Bi 41

５

小そ
｜

年
を

超
え

る
も

の

｜

年
を

超
え

る
も

の

起

訴

起 起立疑 と

年年 訴 E回月 膣 月

Ｅ
■

訴 疑訴

察 立 疑

一言目 訴 訴権な不 のの ‘〕

相

翻移
相 以 以以 以 以 以 以以猶 な不

相不な十 b 』
Ｌ

｜
、
二

猶￥

し〕迄
、

内 内者 者 当内 上 官 人

皿
二

、
二

送 内 内 人他 計 計
■ ■■

幻 内 回 回 回 回ず当

当

分 他 計 他 計 1予 L て

人
員

$‘

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



【機密性2】

(別紙様式第2）

別 年 報既 済 事 件 手 続

第2表 令和 7 年 京都地裁管内
舞鶴検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移 合起 不 審査期間
(受理の日から）

審査期間
(受理の日から）

証人尋問等の実施 審査補助員会議回数申立却下審査打切り不起訴相当

処
理

区
分

起

申
立

却
下
、

そ
の
他

（
審
査

第
二

段
階

の
審

査

一

／、検 申 被 証 助 不 不九
－

ノ､申 ﾉI、 三 1 〃 息】 4

５再
度

の
申

立
一

起 嫌 嫌 罪 '1，

申
立

て
の

取
下

げ

そ 小

不
起

訴
処
分

の
不
存

在

そそ
｜

年
を

超
え

る
も

の

一

年
を

超
え

る
も

の

起

訴

起 起立疑 と
年膣訴回月 月 月 年月訴 疑訴

察 疑 訴立 訴権 言な不 の の の

相

打移
切

相 以 以以以 似 以以 以子,

/』猶不
不 相な十 b

F】送
／

、

内 内者 者 当 当 当人ﾛ日 ヘ回計 内 内
ー ■■

幻
可 一

密 内 回 回 回他計 計 送ず 計 他当

、
毒

分 他 L 目予 I

人
員

11 I|’

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

’
考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の『審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



【機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 神戸地裁管内

集計表

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移

△
ロ

起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
審査補助員証人尋問等の実施会議同数申立却下審査打切り不起訴相当

処
理

区
分

申
立

却
下

、
移

送
）

そ
の
他

（
審
査

打
切

り
、

第
二

段
階

の
審

査

検 申 被 助 起 不 不

』
、

｜
ク
ノ

証申 小 三
一

ノ、 九 1

３

4 5

再
度

の
申

立

そ起 嫌 嫌 罪 そ 小

申
立

て
の

取
下

げ

そ 小

不
起

訴
処
分

の
不
存

在

2
｜

年
を

超
え

る
も

の

一

年
を

超
え

る
も

の

起

訴

起 起立疑 と
月 年訴月 年 回月 月膳訴 疑訴

察 立 疑

一二自 訴 訴権不 な の のの

相
以相 以以 以以猶 以 以 以な不

相不十 なら

■■■

廻 内官 者 者 当 当 当内 内 回 上 人 人内 回他 計 送 計
■■ ＝

麹 回 回当

当

ず 他 計 他 計 し分 画予 I て

人
員

1 45 2 152 70 4

官
陶 庁 、

1J 2260

２ ２

5 1 I’ ●
回12 I】 州

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



1機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 神戸地裁管内

神戸第一検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 ・員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移 合起 不 審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
証人尋問等の実施 審査補助員会議回数申寅却下審査打切り不起訴相当

処
理

区
分

申 被 起

申
立

却
下
、

そ
の

他
（
審
査

第
二

段
階

の
審

査

助 不検 証 不

一〈

5

一ハ 九 1

３

4申 小 三 2

再
度

の
申

そ

申
立

て
の

取
下

げ

'1，

不
起

訴
処
分

の
不
存

在

ﾉ1， そ起 嫌 嫌 罪 そ
一

年
を

超
え

る
も

の

｜

年
を

超
え

る
も

の

起

訴

起 起立疑 と
訴 月 年月 年 回’膣

Ｅ
■

月野訴訴

察 立 疑 言 訴 訴権な 極不 のの

相

淵移
相 以以 以以 以 以以 以猶 な不

不 相な十 b
立

h送
<､_〆

官 者 者 当

那
二

当 内
Ⅱ■ ■Ⅱ

密内 内内 回 画 国’ 上 人 人内送 計 内 回他 計計ず 他 計 他 L
一

当 当 分 L予

人
員

ワ
鼎］ 28

J1

】19 311911 213I 「

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



【機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 神戸地裁管内

神戸第二検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移 合起 不 審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
証人尋問等の実施 審査補助員会議回数申立却下審査打切り不起訴相当

処
理

区
分

起検 申 被 証 助 不 不

申
立

却
下
、

そ
の

他
（
審

査

第
二

段
階

の
審

査

÷

ノ、5
■

九 3三 4小 Ⅱ 2

再
度

の
申

そ

申
立

て
の

取
下

げ

不
起

訴
処
分

の
不
存
在

申起 嫌 嫌 罪 そ 小 そ 1，
｜

年
を

超
え

る
も

の

一

年
を

超
え

る
も

の

起

訴

起 起立疑 と
年年 回 訴 層月 臆 階月疑訴訴

察 訴立 疑 訴権

一三口

のな不 のの

相
相

:移
以 以 以似 以以 以以猶 な不

相不な十 b 』
Ｌ

｜
、
二

り送
、 、一

者 者 当 内 内F白一
回

叩一一 当内 回 上 人 ヘ内 回計 内 内
■ ■■

四 回 回他 送計他 し計 計ず 他 て当
､l〃

ヨ 分予 し

人
員

1］I15 14 29躯

２ 間
色

媚 1 11 |’ 2 16

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



1機密性2N

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 神戸地裁管内

伊丹検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移 合起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
審査補助員会議回数 証人尋問等の実施申立却下審査打切り不起訴相当

処
検 申 被 助 起

申
立

却
下
、

そ
の
他
（
審
査

第
二

段
階

の
審

査

証九 不 不

一ハ

2 3三
一

ノ、 1 41

【
、

再
度

の
申

立

申
立

て
の

取
下

げ

申 小小

不
起
訴

処
分

の
不
存
在

起 嫌 嫌 罪 子 小
｜

年
を

超
え

る
も

の

｜

年
を

超
え

る
も

の

てで

起理
区

分

訴

起 起立疑 と
年 訴 年回月 月 膳 E月疑訴訴

察 立 疑 訴 訴言権ナ戸
FPL の不 のの

相
相

:移
以以 以 以 以 以 以以な猶不

相不な十 ら

り送
、 …

上 官 者 者 当 当

当

内 内内 内 内 人 人送 内 内 |回 回 回’ 回計 計他しず 他 計 他 計 て当 当 予 分 し

人
員

1

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



【機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 神戸地裁管内

姫路検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移 合起 不
審査期間

(受理の日から）

審査期間

(受理の日から）
会議回数 証人尋問等の実施 審査補助員申立却下審査打切り不起訴相当

処
理

区
分

検 申 被 証 助 起

申
立

却
下

、

そ
の

他
（
審
査

第
二

段
階

の
審

査

」
、

｜
ク
ノ5 不 不三

一ハ

九 1 3陽 41

申
立

て
の

取
下

げ

申 一子 小そ 小

不
起

訴
処
分

の
不
存

在

再
度

の
申

起 嫌 嫌 罪 そ 小
一

年
を

超
え

る
も

の

一

年
を

超
え

る
も

の

起

訴

起 起立疑 と
月月 年 回 訴 年月 月臆疑訴訴

立察 疑 訴訴権 言な の不 のの

相

:移
以 以 以以 相 以以 以 以な猶不

相不な十 1つ 』
Ｌ

｜
、
里

h送
〆

、 、 一

官 者 者

、’一上 当 内 内内
■■■

幻 内 内 内 回 回 回 回 人 人 当計他 計 送ず 他 計 他 計 L分 て

、
二

当 予 I

人
員

10
１

14 4 10 4 豚 1

１

lIl 1141

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

‘考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因
被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑

その他
(具体的に）

審査期間
及び人員



【機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 神戸地裁管内
豊岡検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移

△
ロ

起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
審査補助員会議同数 証人尋問等の実施申立却下審査打切り不起訴相当

処
理

区
分

九 検 申 被 証 助 起 不

申
立

却
下
、

そ
の
他

（
審

査

第
二

段
階

の
審

査

一ハ

不

｛ハ

三
F1 4

■
●

そ 小起 嫌 嫌 罪

申
立

て
の

取
下

げ

小
④

不
起

訴
処
分

の
不
存
在

申

再
度

の
申

立

Ⅱ 2'1， そそ
一

年
を

超
え

る
も

の

｜

年
を

超
え

る
も

の

起

訴

起 起立疑 し
砦

月 年月 E 年 回 訴月臆訴 疑訴

察 立 疑

一一口 訴 訴権な不 ののの

相

相

;移
以以 以 以以 以以 以な猶不

相不な十 b

り送
､ …

官 者内 内 者 内内
■ 車

廻 内 回’ 回 上 人 ヘ

当 叩
室

当

ﾛ■ ＝

四送 回他 計 計 回､lク

ヨ

那
二

ず 他 計 他 計 1分予 L て

人
員

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



【機密性2】

(別紙様式第2） 奈良検審第5号（統計（資料）） 令和8年1月13日

最高裁判所事務総局刑事局長 殿 奈良検察審査会事務局長

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 奈良地裁管内
集計表

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移 合起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
証人尋問等の実施会議回数 審査補助員審査打切り 申立却下不起訴相当

処
検 申 被 証 助 起

申
立

却
下
、

そ
の
他

（
審
査

第
二

段
階

の
審

査

不

一ハ

九 不 六そ

３

4 5嫌

申
立

て
の

取
下

げ

申 小 三 11 2起 嫌 罪 小 そ 小

不
起

訴
処
分

の
不
存
在

再
度

の
申

そ
一

年
を

超
え

る
も

の

｜

年
を

超
え

る
も

の

起
理 訴

起 起立疑 ル
ー

区
分

年 回 訴 月 年月 月膣 臆疑訴訴

察 訴立 疑 訴

一言目

権な不 のの の

相

:移
以 相 以以 以 以以 以 以猶 な不

相不な十 ら
立

り送
､ 、 一

者 者 内内 内 上 官 当 当 当 内内 人 人計 送 計 内
Ⅱ■ ＝

密 回｜－' 回 回’ 回計 他 計 他し て当

当

ず 他分予 L

人
員

8 13 4 $I1ワ
上I

５

4|’2 『1
0

角
ａ

115 ’1

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



1機密性21

(別紙様式第2） 奈良検審第4号（統計（資料）） 令和8年1月13日

奈良検察審査会事務局長最高裁判所事務総局刑事局長 殿

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 奈良地裁管内
奈良検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移 合起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
証人尋問等の実施 審査補助員会議回数申立却下不起訴相当 審査打切り

処
理

区
分

検 申 被 証 助 起 不 不

申
立

却
下
、

そ
の
他

（
審
査

第
二

段
階

の
審

査

一ハ一

ノ、 九 2 3 4

『
●

申

再
度

の
申

立

そ '1， 三 11

不
起

訴
処
分

の
不
存

在

起 嫌 嫌 罪
q

ﾉ｣、

申
立

て
の

取
下

げ

そ

、

１
Ｊ

ノ

そ
一

年
を

超
え

る
も

の

一

年
を

超
え

る
も

の

起

訴

起 起立疑 と
訴 年年 回 臆鵬 E腸 月訴 疑訴

察 立 疑

一二口 訴 訴権な不 のの 、

相
相 打移

切

以 以 以以 以 以 以 以猶 な不
相不な十 ら

り送
､ ー

者 者

、一一

一
目

人

、
二

内
■J■

四 内 内 回 上 人

正
二

内 内内送 計 回 回 回計計 他計 て

、’一

卯一一 ず 他 他 し予 分 L

人
員

4

２ ７

101 14

５

12 I1 1

国
見 ●

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



1機密性21

葛城検審第2号（統計（資料）） 令和8年1月7日

(別紙様式第2） 最高裁判所事務総局刑事局長 殿 葛城検察審査会事務局長

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 奈良地裁管内
葛城検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移 合起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
審査補助員証人尋問等の実施会議回数申立却下審査打切り不起訴相当

処
理

区
分

検 申 被 証 助 起

申
立

却
下
、

そ
の

他
（
審
査

第
二

段
階

の
審

査

｛ハ

九 不 不
一

ノ、 3 5申 /」
冒三 1 2 41

再
度

の
申

立
一

そ起 嫌 嫌

申
立

て
の

取
下

げ

そ 小

不
起
訴

処
分

の
不
存

在

罪 小
｜

年
を

超
え

る
も

の

｜

年
を

超
え

る
も

の

で

起

訴

起 起立疑 と
月年 回 訴 年月月 腸陽疑訴訴

察 訴立 疑

一言百 訴権な不 麺の の

相

打移
切

相以以 以 以 以 以以以猶 な不
相不なら十

l,)送
、 、 一

者 者官 当内 内 内 回 ﾛ日 人 ヘ

叩
二

当 内 内回．計 送 計 内
I■ ■ロ

麹 |回 国計 他計 他分 ず 他 L当 当 予 L

人
巨
員

３

3〃 131 2 ｛

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員jの「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



1機密性21

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 大津地裁管内
集計表

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 一 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移

△
ロ

不起
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
審査補助員会議回数 証人尋問等の実施申立却下審査打切り不起訴相当

処
理

区
分

検 申 被 助 起

申
立

却
下
、

そ
の

他
（
審
査

第
二

段
階

の
審

査

証 不 不
～

ノ、

一ハ

九

２

申 小 1 61 4

５再
度

の
申

立

そ起 嫌 嫌 罪 小

申
立

て
の

取
下

げ

そ 1，

不
起

訴
処
分

の
不
存

在

そ
｜

年
を

超
え

る
も

の

一

年
を

超
え

る
も

の

二二

起

訴

起 起立ル
ー疑

年 年訴 脂月 回月 吟 膣疑訴訴

察 立 疑

一一口 訴 訴権な不 のの嘘

相

打移
切

相 以以 以以 以 以 以 以な猶不
相不な十 b

n送
、 、 一

者 者 内上 官

当

当 当
I■ ＝

聖内 内 人 人計 送 計 内 内 内 回 回 回 回計 他分 計 他当 ず 他 L て当 し予

人
員

２ １２

~01
吋』 1 2 10 1

■
も

13 〃 肋10

３

$， 7

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



【機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 大津地裁管内

大津検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

移

△
ロ

起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
会議回数 証人尋問等の実施 審査補助員申立却下審査打切り不起訴相当

処
理

区
分

起

申
立

却
下
、

そ
の
他

（
審
査

第
二

段
階

の
審

査

不 不

｛ハ

九 検 申 被 証 助

一ハ

起 嫌 嫌 罪

申
立

て
の

取
下

げ

申

再
度

の
申

立

そ 小
弓＝ 3

．
【
●2 4小 そ 小

不
起

訴
処
分

の
不
存

在

1
一

年
を

超
え

る
も

の

一

年
を

超
え

る
も

の

て
起

訴

起 起立と疑
月訴 年月 腺 E 年 回月訴 疑訴

察 立 訴疑権

｜一三ロ 訴な不 〃〕の の

相

:移
相 以 以以 以 以以 以猶 な 以不

相不な

ら

十

り送
､ 背

上 官 者 者 当 当 当 内 内内 内
■ ‐

四 人 人内 内 回 回 回 回計 送 計当
､『ﾀ

ヨ ず 他

Ｌ
ｌ
ヨ
ロ

他 他 計分予 L し て

人
員

2 1 12

９

1 4 13

７

Z 2

５

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



1機密性2｝

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年
大津地裁管内

彦根検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

起 移 合不
審査期間

(受理の日から）

審査期間
(受理の日から）

会議回数 証人尋問等の実施 審査補助員審査打切り 申立却下不起訴相当

処
理

区
分

九 検 申 被 証 助 起 不

申
立

却
下
、

そ
の
他

（
審
査

第
二

段
階

の
審

査

』
、
｜
ノ

一ハ

5 不起 嫌 嫌 罪

申
立

て
の

取
下

げ

小 申 そ 小 三 3 4そ 子

不
起

訴
処
分

の
不
存
在

再
度

の
申

立

小 I 2
一

年
を

超
え

る
も

の

一

年
を

超
え

る
も

の

起

訴

起 起立疑 と

月月 月 月 年 回 訴 脂 年訴 疑訴

察 疑立

一言目 訴 訴な 権不 の のの

相

打移
切

相以猶 以 以 以 以な 以 以 以不
相な 不十 ら

w]送
〆

、 、 ｰ

者 者官 人 内計 送 計 内 内 内 内 内 回 ﾛ目 人 当 当

、
圭

内計 他 回 回当

当

ず 他 計 他 回分 し て予 L

人
員

1 1

６

2 1 ’】

ｌ
’

I

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



1機密性21

(別紙様式第2）

別 年 報既 済 事 件 手 続

第2表 令和 7 年 大津地裁管内

長浜検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

△
ロ

移起 不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
証人尋問等の実施 審査補助員会議回数申立却下審査打切り不起訴相当

処
理

区
分

第
二

段
階

の
審

査

検 申 被 証 助 起 不 不

申
立

却
下

、
移
送
）

そ
の

他
（
審
査
打
切
り
、

一

ノ、

一ハ

九 弓 5

申
立

て
の

取
下

げ

申

再
度

の
申

立

そ 小 三 iI 2 4起 罪 そ

不
起
訴

処
分

の
不
存
在

嫌 嫌 そ '1， 小
一

年
を

超
え

る
も

の

｜

年
を

超
え

る
も

の

起

訴

起 起立疑 と
年訴 月年 回月 眉

に
ロ
ロ 膓疑源訴

察 立 疑 言 訴 訴権な の不 の の

相

以以 以相以 以 以 以以猶 な不
相不な＋ ら

者 者

罪
室

皿
室

内 内内
■｡■

四 内 内 上 人 人

叩一二

回計 内 回 回 回 宮計ず 他 計 他 計 他 送当 予 し て当 分 し

人
員

11り豚1 1 2

未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する．

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



~1機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 和歌山地裁管内

集計表

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

起 移 合不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
審査補助員証人尋問等の実施審査打切り 申立却下 会議回数不起訴相当
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未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の『審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



1機密性21

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表令和 7 年 和歌山地裁管内

和歌山検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）離 決 結 果

合起 移不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
審査補助員証人尋問等の実施会議回数審査打切り 申立却下不起訴相当
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理
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未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する。

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）



【機密性2】

(別紙様式第2）

既 済 事 件 手 続 別 年 報

第2表 令和 7 年 和歌山地裁管内

田辺検察審査会

未 済 人 員

(第2段階の審

査事件を含む）

既 済 人 員

審 査 状 況（第2段階の審査事件を含む）議 決 結 果

起 移

△
ロ

不
審査期間

(受理の日から）
審査期間

(受理の日から）
審査補助員会議回数 証人尋問等の実施申立却下不起訴相当 審査打切り
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未済事件のうち、審査期間が1年を超える事件の原因等内訳

備

考

(最刑一）

(注） 「既済人員」の「審査状況」の各欄及び「未済人員」の欄は、法第41条の2の規定による審査を開始した事件を含んだ人員数を計上する‘

事項

原因

審査期間
及び人員

被疑者不明 被疑者疾病 事案複雑
その他

(具体的に）


